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再び長い落下感を体験したぼくらは、どこか見知らぬ黄色っぽい大地の上に到着した。あ
たりには、見たことのないような草花が生い茂り、気温はとても高くじめじめした感じだ。
「ねえ。わたしたち、いってみれば、地球の中心部に向かってどんどん落ちていたんでしょ
うなのに、どうしてこんなところに?もしかして、地球の反対側に出ちゃったとか?」
ポーラの疑問に答えるように、ジェフが口を開かた。
「何かの本で読んだことがあるよ。地球の奥深いところに地底大陸があるって噂を……」
「と、いうことは、ここは、地底大陸なのか?」
ブーが、ジェフにそう聞いた瞬間!
「きやあくっ!」ぼくたち男3人の方を向いていたポーラが、前を指差し、鋭い
鳴を上げた。ハッとうしろを振り返ると、なんと、何万年も前に絶滅したといわれている巨
大な恐竜が。まさか……こいつは、ハラペコザウルスだ!
逃げる…………458へ●戦う468

